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▶5月25日に東京都の緊急事態宣言が解除され，
通勤電車も混雑が戻ってきました。引き続き第2波が
心配な状況ではありますが，自粛期間中に定着しつ
つあったリモートワークや，オンラインでの打ち合わせや
セミナーなどのメリットは維持しつつ，新たな働き方や
出版社として何ができるかを模索し続けられればと思
います▶自粛期間中に，近所を散歩する機会が増
え，通ったことのない道を歩いたり，素通りしていた店に
初めて入ってみたりするうちに，いつの間にか地元へ
のコミットメントが高まりました。地元ネタで恐縮ですが，
私の住んでいる千葉県柏市の飲食店店主らが声
掛けをしたクラウドファンディングのプロジェクト「明日チ
ケ柏」というものがあります。おまけ付き食事券を購入
して飲食店を応援するプロジェクトなのですが，目標
金額の300万円は初日に軽 と々突破し，最終的には
4400万円強（達成率1490％！）という資金が集まっ
たそうです。飲食店など地元のコミュニティに人が集え
るような日常が迎えられるよう願っています。� （石塚）

▶本号特集は，DPCをはじめとする病院データの
スペシャリストである林田賢史先生，森脇睦子先生
に企画していただきました。大変好評を得た昨年7
月号特集の第 2弾です。▶今年の診療報酬改定
でも，「重症度，医療・看護必要度」において該
当患者基準や評価方法の見直しといった変更が
あり，急性期病院においては対応が迫られる内容
となりました。▶毎改定で変更が発生する看護必
要度ですが，企画者のお2人からは，「中長期視
点で，看護必要度データの看護管理への利活用
を！」というメッセージが発信されました。▶森脇先
生は，ご自身を「分析屋」と称されていますが，多
忙な病院看護部がデータマネジメントに取り組むに
あたっては，スペシャリストとの協働が不可欠である
と感じます。多角的な視点から，本号特集をご活用
いただけますと幸いです。▶次号では，戦略的に現
場のデータをマネジメントに活用してきた北里大学
病院の取り組みをご紹介します。� （小齋）
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特集
現場の情報をどう活かすか 

病院看護部の情報マネジメント 
北里大学病院の取り組み
病院看護部を取り巻く環境は「混沌」としている。より根拠に基づくマネジメントを実行するため
には，現場の情報を活かせる組織づくりが不可欠である。
北里大学病院では，2009 年に別府千恵氏が看護部長に就任して以来，情報管理とそのシス
テム開発に戦略的に取り組み，看護の質管理や職員のキャリア開発，就労環境の改善に活か
してきた。
本特集では，同院における10年以上にわたる取り組みの全体像を紹介するとともに，情報に基
づくマネジメントの実践と成果を，テーマ別／病棟別に，別府氏をはじめとする看護管理者と情
報担当看護師がまとめる。同時に，看護部内に情報担当者を育成する価値についても考える。

看護部の情報マネジメント　現場の情報をどう活かすか◦別府千恵
情報担当看護師の役割と実践◦清水將統
目標管理とインディケータ◦清水將統
【部署のデータ活用1】ローテーション支援ツール
◦�嶺本君江／池田幸子／清水 芳／中嶋弘美／ 

番匠章子／横山利香／横溝育美
【部署のデータ活用2】重症度，医療・看護必要度の活用◦工藤久美子
【部署のデータ活用3】勤務表簡易計算表と勤務表作成◦河田多加
【部署のデータ活用4】労務管理：有給休暇取得の推進◦金原純司
【部署のデータ活用5】労務管理：時間外勤務の削減◦桃園 忍

巻頭シリーズ
【石垣靖子氏・対話シリーズ】

看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◦石垣靖子

アートとケア◦上坂真人

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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